
の先輩も大勢活躍していましたし、努力すれば本当

に誰にでもチャンスを与えてくれる会社でした。昇

進の機会も他社と比べて早いと思います。役職にな

ると責任感もより一層出てきますし、本人の成長に

もつながります。そうした会社の方針は今も変わっ

ていません。私自身も、昇進のたびに自分に与えられ

た責務を果たそうと気を引き締めてきました。

――兼任されている札通商事社長として心がけてい
ること、社会人生活の中で大切にしていることなど
を教えてください。
　ロジネットジャパングループとしての考え方を

社員に浸透させながら、方向性を示すことが社長の

役目だと心得ています。札通商事が培ってきた実績

を踏まえつつ、商事会社としてさらに発展させる

べく取り組んでいきたいと

思っています。社会人とし

ては、誤ったときには、真摯

に謝罪してからリスタート

すること、物事をしっかり

と咀嚼してから人に伝える

ことを心掛けています。

第21回

PROFILE
1996年札幌通運入社、自動車部総務課に配属。2008年経営管理部副部長、
2010年、経営管理部総務・人事担当副部長。2012年ロジネットジャパン総務・
企画担当部長。2014年札幌通運取締役管理本部副部長、2015年取締役営業本
部営業推進部長。2016年２月ロジネットジャパン人事担当部長兼札幌通運取
締役管理部門統括、同年６月ロジネットジャパン取締役人事担当部長、2017
年取締役経営企画管理本部副本部長、2018年3月常務取締役経営企画管理本
部長、同年５月札通商事代表取締役社長。北海道出身。

このコーナーは、会員企業をたずね、物流業界で働く女性社員に業務内容や、
職場の取り組み、個人の抱負などを語ってもらうコーナーです。

会員企業をたずねる
女性の力、女性の声

常務取締役
経営企画管理本部長

橋本　潤美さん

株式会社ロジネットジャパン

変革期の中で経験を蓄積

――入社されたころのことを教えてください。
　私が就職活動していた当時は就職氷河期。特に女

子は厳しい時代で、働き続けることができそうな

会社に入りたい一心で活動する中、出会ったのが札

幌通運でした。説明会で「当社には男女差がない」と

聞き、「ここだ！」と思いました。入社後は流通セン

ター内に配属され、４年間自動車輸送の部門で総務

の仕事に携わりました。入社してすぐに最前線であ

る現場に配属されたことは、とても良い経験だった

と思っています。

――四大卒女性の現場配属は、橋本常務が初めて
だったそうですね。その後、女性として初めて部長
クラスや取締役になられていますが、女性初という
プレッシャーなどはありましたか。
　入社から今に至るまで、会社再編の過渡期に貴重

な経験をさせていただきましたが、特に女性という

ことは意識していません。就職活動で男女差を痛感

した経験もあり、入社当時は「男女差も本当はあるの

では」と少々懐疑的になっていたのですが（笑）、女性
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会社概要

株式会社ロジネットジャパン

本　社：北海道札幌市中央区大通西8－2－6
創　立：2005年10月3日
資本金：10億円
代表者：代表取締役社長　木村　輝美

【事業概要】
ロジネットジャパンは、2005年10月、北海道と関東を中心に総合物流
事業を展開する札幌通運㈱と、関東を中心に鉄道コンテナ輸送を展開
する中央通運㈱との経営統合により誕生。2012年1月には、関西を中心
に物流サービスを展開する㈱青山本店（現､㈱ロジネットジャパン西日本）を子会社化した。「スリム＆ストロング＆スピード」をスローガン
に掲げ、少数精鋭でいち早く変化に対応し、強い意志を持って変革に臨む企業基盤の構築を目指している。

真摯に努力している人に光を当てる

――ご自身のやりがいを教えてください。
　先ほどもお話ししましたが、会社が変化していく

中で、自分自身もさまざまな経験をしながら物流企

業としての発展に携われることがやりがいになっ

ています。また、そうした経験からも、大切にする部

分は守りつつ、変革が必要な部分はドラスティック

に変えていくことも大事だと学びました。

――ワークライフバランスで心がけていることはあ
りますか。
　家に戻ると自然と気持ちがスイッチするので、リ

フレッシュできます。普段は仕事の顔は家庭に持ち

帰りません。また、産休から復帰する際、事業所内保

育所に子供を預けることができ、本当に助かりまし

た。育児や介護をしながら働く従業員はますます増

えていきますので、皆が安心して働ける環境づくり

も強化していきたいと思っています。

――今後の課題を教えてください。
　まずは、社会全体の課題でもあるドライバー不足

です。近年自然災害が多発していますので、ＢＣＰ対

策も重要です。また、当社は本年4月1日に札幌通運の

本州地区における全事業と中央通運の営業機能を、

㈱ロジネットジャパン東日本（昨年10月に新設）に移

管し事業統合します。併せて、新たな中期経営計画も

スタートしますので、気持ちを新たに経営計画の実

現に取り組んでいきたいと思っています。

――物流業界で働く女性の皆さんにアドバイスをお
願いします。
　「女性だからできない、評価されない」と、自分自

身で限界を作らないでください。これまでは、もと

もと男性が多かったから男性に仕事が割り当てら

れる機会が多かっただけ。性差による体力の差など

はありますが、男女関係なくできる仕事はたくさん

あります。また、仕事に対し真摯に取り組んでいれ

ば、その姿を見てくれる人は必ずいるはず。私自身、

誠心誠意取り組んだことによって、周囲が助けてく

れたり、賛同を得たりした経験があります。ぜひ、前

向きに頑張ってほしいですね。私も、そうした人た

ちをサポートしていきたいと思っています。

――ありがとうございました。

札幌通運の全支店長と子会社の社長が集結する「札通グループ全支店長会議」の会場で
（昨年11月開催）

本社ビル
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